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エレベーター

※ 文部科学省 学校施設バリアフリー化実態調査（令和６年９月現在）より、公立小中学校等施設（校舎）のデータを抜粋

スロープ等 バリアフリートイレ
公立小中学校等施設へのエレベ

ーターの設置は、全国で約３１％

にとどまっています。※

エレベーターがないことが原因

で、地元を離れ設備の整った学校

まで通わなくてはいけないなどの

事例も耳にします。

公立小中学校等施設に

おける、校門から校舎の

前までの段差解消は、全

国で８５％、昇降口等か

ら教室等までの段差解消

は、全国で６５％にとど

まっています。※

公立小中学校等施設へのバリア

フリートイレの設置は、全国で

約７４％にとどまっています。※

また、避難所として、地域の

特に高齢者の方々のニーズとい

う観点もあります。

障害のある子供も障害のない子供も共に学び、生活することができるよう、
また、災害時の避難所等の地域の拠点として、学校施設をバリアフリー化することが重要です。

すすめよう、学校施設のバリアフリー化
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